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が終了しました。
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について連臼テレビや獅執 雑諭で報じられてしヽますわヽ

議会最終日に、つくば市は早稲田大学に約 3億 円の損害賠償を求める

議案を提案しました。オ分を議爺も行われない孝き、瀬戸・永幕Z名
の反斎おけしく、貰蔵多数で可換してしまいました。
なぜこんなことになってしまつたのでしょうか?
そもそも、つくば市は、 ,999辱 に市民環境会議を市民公事で組織し、とこでr孝新エネ′Lギ
ー導入につしヽても寵査榛朝が行われました。メンバーには専P]の研究者もおり、結論として 「つ

くば市では lkwh規 模のマイクロ風車と太揚光発電の組み合わせが望まししヽどと報告してい

ます。にもかお'わらず、おけこの提言を無視し、草のネヨ干,7ネ事業に亮電養を回守だ件の幕

電量を見込める rCkwh規 模のEl型鼠車に国軸し、十分態講査 ・緯討もせず、強引に進め危

たり、今のような事態に至 って,1きす。

今議会の冒頭、市原市長は施政方針演説の中で 「市民提案型から一歩進んで、市民と行政が

まちづくりの共同の担い手として、一緒に汗を流して、お互いの成果と責任を共有し台う真の

意味での 『筋働』を実隣したい」と述べています。しかし、実際は市民提案に耳を傾けなかっ

たためにこの失敗を招いたともいえます。

今回の失敗を教討‖として、つくげ市勝、市民の声に耳を傾l‐l、十爾踏豊目当て ・公共事業あll

e‐ の古11政治から陥抑しなF十れぽけLlきせた。市民こ行欧が細再こ73を出し合えげ、
Ⅲ
真の市

民協働
Ⅲ
が実現し、つく|ざ市を農くして' くヽ六むなれになる勝ずです。行政も、議会も、責任

の押し付け合いを止め、風車に夢を描き、毎日学校で回らない風車を見つめている子ども達や

市民にきちんと説明できるような、最書の解決策を探るべきでしょう。
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3月 議会では H18年 度予算とともに、不求道納金、自民健康偲陰税,公 立範稚園擦業

料の値とlfや、暮らしを圧迫窃る条pll強正が漁々こ提案され、賛戚多戦で可撫これて

しきいきしお。下水道では一般的な家庭で75%も の値上げとなり、また、国民健康保険

税は均等書」。平等割がそれぞれ年9,000円 増で、それだけでも年18,000円 の値上げです。

国民健康保険はしヽざという8音に誰もが安bし て医療にかかるための助け台いの仕組みで

すが、サラリーマンの加入する社会保険に比べ、現金収入の不安定な加入者が多く、値上げ

により、今以上に支払い困難な人を増やす結果になりかねません。生擦 ・命に簡静る閥題
です。つくぼ `籍民ネサいワーク勝 r本望,こ値土lfしおお掻がないのお1、もっこ槙室
む榛:すを窃べきどこ握宮を続Ft τはヽこき窃。
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目周輔鶴会『中繰関闘』で確羅じ燈彊目|
1  中 画

今議会の一般質問・質疑,討論など詳しい内容は4月中旬発行予定の
し くば 市民ネットワーク遇言第6号Jl_raし ま坑

ご喬望の河よつくぱ 市民ネットワーク事翔己 任L859-0264)ま でご通俗ください。
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市民協働
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3 リ サイクルプラザ建設
4 男 女共同参画推進事業

指定管理者制度
まちづくり
まほろば事業
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景観森佃・高毯制限条例勝住民参加です
公務員住宅跡地等の再開発で、緑地が極端に減少したり、一戸建て住

~tに
隣接して高層マ

ンションが建築されるなど、緑豊かなゆとりある街並みがあるこちで失われています。

これに対し、周辺住民が業者に計画変更を求める動きが市内各地で発生しており、12月

議会で大きな問題になりました。今3月 議会で行は、「高さ81J擦をする地域の見直し」

iや、「景観に関ける計画を ‖'3年 中、景観奈例を ‖'9年 の卑11時期に制定したいど
こ答舎し、街鑑みづく|,の要現に向l■た酌母が確認きれ孝しを。これら規制や条lj」は、

現在発生してしヽる再開発問題を直接解決するものではありませんが、今後計画されている公

務員住宅87f地売却などを書え、街並みが激変しなしヽよう、作業を急ぐ必要があります。

これらと平行して、地就住民で自分達の書与のあ叫おを話し合うなど 『住民容加の

手続奪」を含んだ にき与づく'】桑翻』の実現が望されき守。
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に審議がU要と誦められ、閉会中の継続窪議となりました
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4自 密め密 (鶴)密6～言密嬌 室陽台集会所予定 :
う縄 7鶴 (鶴)母醤～15時 春日公民館予定  :
う自予r醸 (本),0～ ,2時 手代木公酔持定 :

「代理人」は、私たちの意見

を代弁する人という意味です。

市議会議員の永井悦子と瀬戸

裕美子を交え、身近なまちづく

りの問題について、情報交換や

話し含いをします。ご都台の康
いお時間で参力Bして下さい I


